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フォーマット

現状報告 現在･短期展望 中期展望
SP8

SPRUC

NT

SP8マター

NTマター

事前協議

事前協議

SP8マター

SPRUCマター

NTマター

• 中期戦略･将来構想の枠 (数年程度の時間スケール)
• 各施設･SPRUCがある程度フリーハンドでプレゼン
を⾏い､フィードバックを募る｡

• 但し､即時のフィードバックである必要はなく､数ヶ
⽉から年単位のスパンで構わない



SPring-8-IIに向けた取り組み: 2024年の動き
• 3⽉ ⽂科省量⼦ビーム⼩委 ｢SPring-8⾼度化に関するタスクフォース報告
書｣

• 4⽉ ⾼度化開発費 (3億円) による加速器のプロトタイプシステムの開発
(2024年度予算)

• 5⽉ 国際レビューを実施､プロジェクトの速やかな開始が推奨される
• 8⽉ SPring-8-II加速器･光源の設計論⽂の出版 (JSR)
• 12⽉ ⽂科省量⼦ビーム⼩委 ｢SPring-8/SACLA 中間評価報告書｣
• 12⽉ SPring-8-II 整備の開始決定 (R6年度補正: 170億円)
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• 整備期間: 2024~2028年度 (R6補正予算~)
• コンポーネントの受⼊･アライメントのためのスペース整備 (線形加速器棟､

中尺実験施設II)
• 2027年度後半から1年間のシャットダウン: 機器⼊れ替え
• ⽴ち上げ調整を経て､2029年度にSPring-8-IIの利⽤運転開始

スケジュール

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

⾼度化開発

整備 シャットダウン･
機器⼊れ替え

FY2029

⽴ち
上げ
調整

共⽤運転

TF 量⼦ビ
ーム⼩
委

国際
レビ
ュー



現状より100倍以上明るい世界トップ性能を、⼤幅な省エネと両⽴させ、省コストで実現

6

コアコンセプト



コアコンセプト
世界最⾼性能 (A) と サステナブルな施設 (B) の⼆兎を追う

• (A1) 5BAラティス､6GeV化による安定的な極低エミッタンス (~110 
pm.rad) の実現

• (A2) 新型のコンパクト･短周期真空封⽌アンジュレータ (IVU-II) による
⾼エネルギー･⾼輝度X線の⽣成

• (A3) 4箇所の30m⻑直線部の活⽤
– ダンピングウィグラー(最⼤2箇所) によるエミッタンスのさらなる低減 (~50 pm.rad)
– ⻑尺アンジュレータによる世界最⾼輝度の実現
– (SPring-8-IIIに向けた研究開発)

• (A4) 世界最⾼⽔準のX線光学系･検出器による光源ポテンシャルのフル活
⽤

• (A5) 偏向磁⽯ビームライン: 硬X線プロダクションBLとしての活⽤

• (B1) 加速器: 6GeV化､偏向磁⽯の永久磁⽯化による省エネ
• (B2) 施設系インフラの最適化による省エネ
• (B3) SACLA⼊射
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• ⼤前提: ⽇本全体での最適化
• NanoTerasuの利⽤開始  ⾼エネルギー領域の強化

• BL再編(2018年~)
• 機能整理･強化: 09XU,13XU,35XU,39XU,46XU,40XU
• プロダクションBL化: 04B2,20B2,28B2,45XU
• ⾼エネルギー利⽤: 05XU,15XU
• 専⽤施設理研BL: 15XU,16XU/B2,32B2,36XU, 03XU, 08B2, 24XU
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新たなビームラインポートフォリオ



• 軟X線: NanoTerasuが主⼒に｡ SP8-IIはHX-SXのシナジーを活かす
• 25SU､ 27SU (共⽤)､ 17SU (理研)､ 23SU (JAEA)､07LSU (理研) 

-> 17SU (共⽤)､ 25SU (共⽤)､ 23SU (JAEA)
• ⾚外: 加速器コンポーネントのコンパクト化により､取り出せなくなる

• 43IR -> 2025年度を⽬処に終了｡ ⼀部機能についてUVSORへの移設を検討中
• B1: (01B1を除き) 磁場が弱くなり､⾼エネルギー利⽤が困難に

• 02B1 -> 検討中
• 04B1 -> 15XU･DWビームラインに機能移設
• 14B1 (QST) -> 検討中
• 38B1: <15keV程度であれば継続可能

• ウィグラー: 既存の⽼朽化とDWの新設
• 08W -> 08XU (⾼エネルギー)
• DWビームライン (イメージング､⾼圧等)

• ⾼ニーズ: 最適化
• XAFS: 01B1､14B2 +α ?
• イメージング (プロダクションCT/ラミノ､ナノCT) -> DW-BL､既存ラインの活⽤
• qXAFS/イメージングXAFS -> 37XU

• 戦略プロジェクト: BLの新設
• NEDO
• …

• 専⽤施設: ⾼度化
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SP8-IIに向けた整理
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ポストSP8-IIを⾒据えたR&D

[001] [010]

110
β-Sn

Jaemyung Kim, Y. Hayashi, H. 
Tatsumi et al., submitted

“X-ray Scanning Orientation 
Laminography (XSOL) for 
Planar Polycrystalline Alloys”

M. Saito et al., PRL (2024)

"Broadband Quasielastic
Scattering Spectroscopy Using a 
Multiline Frequency Comblike
Spectrum in the Hard X-Ray 
Region”

SPring-8基盤開発プログラム
締め切り3/2

A. Miura et al., JACS (2024

“Efficient Exploratory Synthesis 
of Quaternary Cesium Chlorides
Guided by In Silico Predictions”



• プレSP8-IIのBL再編の粗筋を提⽰
• 皆様からの積極的なフィードバックを期待
• 同時に､ポストSP8-IIを⾒据えた⼤胆な提案も歓迎

• 使い⽅も含む

• アンジュレータの更新
• シャットダウン期間内に収めるために､予め相当台数を更新する

必要
• スペクトルの制限が出る場合がある｡配慮をした上で順次実施す

るので､ご協⼒をお願いします
• 周期⻑28mmから優先的に実施

• 2025年夏: ID46､05､29
• 2026年度~: 周期⻑24mmも⼀部開始

• 低エネルギー側､及び1次光･3次光間にエネルギーギャップができる
• ビームライン制御: 新ネットワーク､BL-774への⼊れ替え
• 光学素⼦向け液体窒素冷却装置の更新
• 専⽤BL 12

まとめとお願い
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End


